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中央北海道穂別町福山の中新統ニニウ層群から滝の上動物群の発見
Finding　of　the　Takinoue　molluscan　fauna　from　the　Miocene　Niniu　Group　at　Fukuyama，1ヨobetsu－
cho，　central　Hokkaido

鈴木明彦＊栗田裕司＊＊　　　　　　　　　　　〈分布する（高橋゜和凪1987）・そのうち・穂別町北東部か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら占冠村，日高町にかけて分布する新第三系下部は，ニニウ

胴厩。sπ。彌・磁肋。。燃π伽＊＊　　　愚とよ肱岩相の特徴から下部層と上部駄鴎される
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（局橋・鈴木，1986），本層群下部層は，岩相の特徴や産出化

1997年6月2日受位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石に基づき滝の上層に対比されている　（高橋・鈴本　1986；

1997年10月20日受理．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保柳ほか，1986）．

＊　北海道教育大学岩見沢校地学研究室　　　　．　　　　　　　　　ニニウ層群下部層は，穂別町福山付近では，神居古潭帯を

　　書1盤nも。i霊rs鴇E濫、駈｛淵器。織；：轍するバッタオマナイ層（ジユラ系？）や鰍岩類に取り

　　Japan　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かこまれ，不整合あるいは断層関係で，点在して分布する．
綜鱒黙難醗鞭懸P，，，。1，umE。p㎞。ti。nCqその最大層厚はおよそ6・・mと齪される（高橋・琳

　　Ltd．，　Chiba　261－0025，　Japan　　　　　　　　　　　　　　　l986）．今回報告する鵡川沿いの化石産地（Fig，2）では，本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層は下位の蛇紋岩類と不整合関係にあり，基底部では，神居
1（のω0毎s’114‘OC伽名1＞診蛎π0塑⑫COπ6名αZ∬0娩αオ4α　　　古潭帯に由来する蛇紋岩類や変成岩類の角礫～亜角礫を多量

欝゜　♂」　碗　鱒゜Z鵜d励9θ”漉　に含む礫岩からなり・その上位に1鍬体蜘ヒ石を鋤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質シル下岩が発達する，この砂質シルト岩は，塊状を呈し，

　　　　　　　　　　はじめに　　　　　ストーム波浪に由来するような堆儲造（ノ’ンモ・ク㈱交
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葉理やウエーブリップル）は認められない．また，識別でき

　中央北海道の石狩東部地域から日高海岸地域にかけては海

成新第三系が広く分布する（藤岡，1982；保柳ほか，1986）．

そのうち，新第三系の最下部にあたる滝の上層（村田，工933）

とその相当層は，ほぼ北北西一南南東方向に連続して分布す

る（Fig．1）．本層の岩相層序区分や下位層との累重関係にっ

いては異なる見解（藤岡，1982；海保，1984など）があり，

一方，地質年代については，前期中新世から中期中新世とい

う広い年代幅で解釈されてきた（保柳ほか，1986；渡辺ほか，

1993）．

　滝の上層とその相当層は，新第三紀の最温暖期（Mid－

Neogene　climatic　optimum；Tsuchi，1990）を指示する温暖

種主体の滝の上動物群（Uozumi，1962；Kanno　and　Ogawa，

1964）とよばれる軟体動物化石が産出することで知られてい

る．しかし，この動物群の地質年代・群集構成・古生態にっ

いては，一部の地域（赤松，1984；内村・間嶋，1992；鈴木・

向井，1996）での報告があるのみで，その全貌は十分に把握

されていない．

　今回，穂別町福山付近（Fig．1，　Fig．2）に分布する滝の上

層相当層であるニニウ層群下部層（高橋・鈴木，1986）から

滝の上動物群に認定される軟体動物化石を発見した。また，

軟体動物化石を含む岩塊からは，年代決定に有効な渦鞭毛藻

化石が産出した．ここでは，軟体動物化石・渦鞭毛藻化石の

地質年代を報告し，さらに軟体動物化石の古生態特性にっい

て考察する．
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　　　　　　　　地質概説　　　　　　 Fig．1．　Distribution　of　the　Miocene　Takinoue　Forma－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tion　and　its　equivalents　in　central　Hokkaido，　Arrow：

中央北海道日高地方の穂別町周辺地域には，新第三系が広　　　　study　area．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど）は認められない．以上の特徴から本群集は，滝の上動物

謝む。搬鵠。跳詳。農1將：欝盤臨謝　群（U・蜘1962・K・nn・and・9・w＆1964）1・認定される

　Geographical　Survey　lnstitute　of　Japan）．　　　　　　　　　ものである．

　X；FossiHocality・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に産状にっいてみると，軟体動物化石は塊状の砂質シル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト岩中に点在して産出する．部分的にパッチ状に密集するこ

る生痕化石に乏しく，しかも初生堆積構造が全く見当たらな　　　とはあるが，化石層をなして密集することはない．二枚貝の

いことから判断して，堆積後の生物擾乱が激しかったことが　　　ほとんどが合弁個体である．大型のル勉co呪α（おもに肱

推察される，このような特徴から，この砂質シルト岩は暴風　　（～ρ伽α）や弛γ剃o〃zαは，小型のノジュール中から産出する

時波浪限界以深の外側陸棚の堆積物と推定される．部分的に　　　ことが多い．ノジュール中の化石には二次的に変形したもの

最大径約60cmに達する含化石石灰質ノジュールが含まれ，　　が多数認められたが，砂質シルト岩から産出する化石の殻の

やや小型のノジュール（径10～20cm程度）には，しばしば　　　保存状態は良好で，二枚貝類の表面彫刻も良く保存されてい

軟体動物化石が密集して含まれている．　　　　　　　　　　　る．このような産状から，本群集は原地性～準原地性である

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と判断される．
　　　　　　　　　　軟体動物化石群集　　　　　また，ニニウ麟下部層から産出する軟体動物化石は，

　穂別町福山のニニウ層群下部層から産出した軟体動物化石　　　1吻co〃zα」舘㎎ηsJsが卓越する群集である（Table　1）．本群集

は，二枚貝類8種，巻貝類4種の計12種である（Table　1，　　　は1吻co吻α」馴γ2ηsゴsを優占種（産出個体数の約60％）とし，

Fig．3）．そのうち種名決定種は6種である．これらの種の地　　　ル勉co〃zαo餌槻，五〇吻θZoηgα彪，飽⑫♂o〃zαyo々o夕α祝α1，

質年代分布をみると，過c‘Zα召Joηg伽，1吻co〃2αJg鷹ηs渉s，　　E郷ρ地　〃3θ醜ηs渉sを随伴する．また，　Bα吻窺α〃ε磁・sp．，

P27ゆZo窺αッo々oyα祝砿E％ερ吻〃面sθπ8おは漸新世～中期中　　　y∂疏αsp．，・4　cJ♂αη硯o勉ηαgαゴ，　Cη伽πα’∫cαsp．，　T％〃舵」♂α

新世，・40∫Z侃碗0肋ηαg鉱蜘CO物αqρ痂αは漸新世～鮮新世　　　C£勉〃2∫」’0％π8お，　T％而彪〃αspをまれに産出する．これら

にかけて産出する（Chinzei，1986；Noda，1992）．このうち，　　の群集要素を近縁現生種（肥後・後藤，1993）の生態データ

本層から多産する伽co物α　oρ’」”α，愉oo〃zα　♂zπ紹ηsぬ　　　と比較すると，本群集は下部浅海帯上部（水深50㌣100　m程

EπSρ∫π3〃zθゴs2η3Jsは，特にMid－Neogene　climatic　opti一　　度）の砂泥底群集と推定される．

mum（Tsuchi，1990）を指示する“門ノ沢期”（Chinzei，　　　　　　　　　．
1986）に産出が躇獺向があることから，その順年代は，　　　渦鞭毛藻化石群集とその年代

前期～中期中新世と推定される．　　　　　　　　　　　　　　　　福山のニニウ層群下部層の貝化石産地で採取した軟体動物

　化石群集は，孟観αθZOηgα如，．46吻η硯0々襯αg痂，　Eし麗ρ吻　　　化石傷α00物α稔鷹競S，　E麗ρ如〃鷹s飢sJs）を含むシルト

鋭0♂SθπSな，1吻CO〃Zα0ρ伽α，ル血CO〃Zαたπ㎎ηSゴS，馳γゆZO賜α　　岩試料中の渦鞭毛藻化石を検討した．分析は次の手順で行っ

yo々oyα呪碗などから構成され，築別動物群（Noda，1992）を　　　た．米粒大に粉砕した試料209を，10％塩酸・52％フッ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
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Fig．3，　Representative　fossll　molluscs　from　the　Niniu　Group　at　Fukuyama．

1a，1b，　Pθ吻♂o駕αyo々oyα解αz（Makiyama）；2a，2b，3a，3b．！1αZαθZoπgα如Nagao　and　Huzioka；4a，4b，5a，5b．

妬αco㎜α置z節朋εJs（Yokoyama）；6a，6b．　Mαco甥αoρ‘1”α（Yokoyama）；7a，7b．　E〃Sρz♂σηzθゴsθηε1∫（Makiya皿a）・

酸・臭化亜鉛重液（比重2．0）・シュルッ液・10％アンモニァ　　　　Table　2．　Dino且ageUate　cysts　from　the　lower　part　of

液の順に処理した後開孔径20μmのフィルタ上に得られた　　　the　Ninlu　G「ouμ

有機質残渣を封入し，検鏡試料を作成した．検鏡の結果1試　　　　8α加cα甲勿εro朋ηκ，o　　　　　　　　　　　　　　I

料から12タクサが検出された（Table　2）．この群集は，　　　Dαρ51〃4，廠〃2ρα5，，61罐　　　　　　　　　　　　3

M・t・u・ka　et・1・（1987）のD功勿・・1伽・・π嬬帯の特徴種　　D励y，，励・・c・1〃贋　　　　　　　3

であるnZα’」πscπ伽卿およびSys招彫α’o帥o猶αρZαoαcαπ抗α　　　召y3∫r’凶諏oψo那o’z80〃4顔6　　　　　　　　　　　1

を含むことから，本試料は同帯に属すると判断される．　　　11y5，r，c加たolρo〃20　sp，　c£1孟囎側伽θ　　　　　5

α）θ7cz4Zo4∫フzぢz6刀z？εoん」90θ7z8θや丑ys’γJc海oんoZ1）o”zαγ護9αz4d如θ　　　　　　　Opεrc〃104’η’〃耀sp．　cf　O．」∬06〃oπ〃〃2　　　　　　　　　　　　8

は一般にnJα伽so漁〃z帯に伴うことが多い種で，これらの　　　0ρθzcκ104伽拐〃3？θcん，goθη∫6　　　　　　　　　　1

産出は上記の層準認定に矛盾しない．　　　　　　　　　　　　　Rε，，cμZα，05p勧θrσαc珈ocoroηα如　　　　　　　　　2

　Dゆ勿os魏z％sc痂π現帯は，男鹿半島南岸の西黒沢層～女　　　Sρ麹々rl，ω3，r1伽5　　　　　　　　　　　　　6

川層下部および中越地域の七谷層とその相当層で最初に設定　　　　5ρ加膨rz’63　sp．　cf．8．∫’r’c加　　　　　　　　　　　1

され，他に奈良盆地の藤原層群，益田地域の益田層群津山　　　　5ρ’畷乙r∫’ωspp．　　　　　　　　　　　　　　　2

地域の備北層群などに認められている　（Matsuoka　et　al．，　　　　33彪〃2α∫o加ro　1αco‘研孟加　　　　　　　　　　　　5

1987）．さらに本帯は，道北・豊富背斜の地下に伏在する鬼志　　　　　　　　　　　　　　　　　　cysts　counted　38

別層～増幌層下部，夕張山地の滝の上層，常磐炭田の湯長谷

層群および中山層，瑞浪盆地の生俵層などでも確認されてい　　される化石動物群で，主として中央北海道に分布する

る（栗田・小布施，1997）．したがって，本試料は夕張地域の　　　（鈴木・向井，1996）．古生物学的な検討から本動物群は・東

滝の上層に対比され，その年代は前期中新世後期～中期中新　　北本州の中新世門ノ沢動物群の同時代の北方型とされ

世前期の範囲内と推定できる．　　　　　　　　　　　　　　　（鎮西，1981；Chinzei，1986），およそユ6～15Maの期間に想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定されているMid－Neogene　clirnatic　optimum（Tsuchi，
　　　　　　　　　　考　察　　　　　199。）を北髄において代表する動瀦と考えられてきた

　滝の上動物群（Uozumi，1962；Kanno　and　Ogawa，1964）　　（赤松，1984；鈴木・向井，1996），今回ニニウ層群下部の含

は，北海道中央部夕張地域の滝の上層の軟体動物化石で代表　　　化石試料に認められた渦鞭毛藻化石窺ρ勿8sJα伽sc刎襯帯
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の年代は，上述のようにMid－Neogene　climatic　optimum　　　可を得た．渦鞭毛藻化石分析の試料前処理は三浦亜洋子氏に

層準をほぼその上限としている．したがって，ニニウ層群下　　　よる．さらに化石の採集・クリーニングにっいては，中川町

部層の軟体動物群集がMid－Neogene　climatic　optimum層　　　郷土資料館疋田吉識博士，北海道開拓記念館添田雄二氏，北

準かそれよりやや古い層準であることは確実であり，それ以　　　海道大学大学院地球環境科学研究科内田淳一氏にご協力いた

外の層準である可能性は否定される．　　　　　　　　　　　だいた．以上の方々に厚く御礼申し上げる．

　近年，従来は一括されていた門ノ沢動物群（広義）を，下
位の明世動物群と上位の黒灘動物群とに二分する見角翠が提　　　　　文　献

示され（Matsubara　1995；矢部ほか，1995），同様の関係が　　　赤松守雄198街北海道ρθs〃τos邸πs産出地の古環境一とくに穂別

西南北海道でも指摘されている（鈴木｝珈992）．このよう鎮西離s鴛li瀧魏懲扇欝犠♂雛継海

な見解は，Mid－Neogene　climatic　optimumとされる期間　　　　洋生物地理．化石，　no．30，7－15．

に先だってある程度温暖な海洋気候が成立していた可能性を　　　ChinzeL　K・1986，　Ma「in鈎i°9e°9「aPhy　in　no「the「n　JaPan　du「in9

示しており，北日本の花粉化石の検討から指摘されている前　激瓢騰譜鷺茸1鼎驚mbenthicm°lluscs

期中新世の“温暖期”（佐藤，1992）の可能性を含め，中新世　　　肥後俊一・後藤芳央，1993，日本及び周辺地域産軟体動物総目録工

初期の古気囎につい噺たな問題提起や資料の蓄積がなさ保柳響皆囎書犠寧．木村学．松井愈198礪突帯

れっっある．今回，下限の年代が前期中新世に及ぶn　　　　のタービダィト相形成とテクトニクスー中新世・中央北海道の

Zα磁SO％Z〃彫帯がニニウ層群下部層に確認されたことから，　　　　例一地団研専報no・31，265－284．

滝の上動物群の少なくとも一部がMid－N・・9・…1im・ti・醐 ｶ雛澤芝警鵯灘騨讐髄落らびに第三系火山

optimumよりやや古い時代の動物群である可能性も考慮さ　　　海保邦夫，1984，北海道中央部夕張地域の第三系の層序地質雑，9q

れるべきであろう．今後，滝の上動物群包含層にっいての微　　　　815『829・

化石年代や㈱年代の検討を働年代学的制約を与えるこKan wi鑑。鵠w盤。ll61｝、識撒k紫Jl課畿
とにより，北海道における前期～中期中新世の古生物相変遷　　　　Rの，Toんyo．κyo∫勧1）αなα肱SθαC8，26g－2g4

の理解の進展が期待される．　　　　　　　　　　　　　　　栗田裕司・小布施明子・1997・北海道北部・基礎試錐「天北」におけ

門ノ沢動物群（ChinzeL　l986）1・含まれる種を温囎築　蔽暑曙藩霧雍灘箕轍層序（渦鞭化石゜花粉

別動物群（Noda，1992）に含まれる種を寒冷種，いずれの動　　　Matsubara　T．1995，　Fossil　Mollusca　of　the　Lower　Mioceneゴ

物群にも共通する種を広温種（内村・間嶋，1992）とすると，　　　　Yotsuyaku　Fo「mation　in　the　Ninohe　dist「ict・Iwate　P「efec’

E麟…ゴ伽・は温麗オ・ゴZ・・Z・・9磁』・」♂…　措二隻撚ll潔i翫認1翻器゜豊鷲「齢儲

オo々微α9砿漁co物α0ρ伽α，ル毎co呪αゐ伽2ηsガs，飽γゆZo〃zα　　　Matsuoka，　K．，　Bujak，〔L　P．　and　Shimazaki，　T．，1987，　Late　Cenozoic

yo肋ッα〃窟は広温種となり，本報告の1吻co〃zα群集は，温暖　　　　dinonagellate　cyst　biost「ati9「aPhy　f「°m　the　west　coast　of
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